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通信機器の活用

ゴールエリア際の連携 した管理

罰則の確認  ア ドバンテージ後の中断

基準・領域の確認

パッシブプレーの予告合図

その他
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ゴールエリア際の連携した管理

ゴール レフエリーの

視点か らの観察

(選手の背後か ら)

コー トレフエ リーの

視点か らの観察

(選手の正面か ら)
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ゴールエリア際の連携 した管理

そつち (コ ー トレフェリー)から注意 してもらえる?

‐ピボットが腕を積極的に使つている

―DFが ピボットを押し上げている

中お互いユニホームを引つ張つている

(オ フ・ザ・ボールから)ピボツト、入るよ

ピボットのブロック、観察するよ

罰則の確認

罰則も出してもらえるかな ?

‐DFが背中からシューターを押 している

‐DFが 自分 (ペァレフエリー)側からユニホーム引つ張つている

‐(速攻時)DF、 横から相手を押 している

ooで 注意 してあるか ら、次同 じことしたら出ずね

退場2回 目 (すでに警告出している)のプレーヤーだよ

ア ドバンテージ後の中断

中断したら、罰則出すよ

‐違反された相手が

不利にならない状況で

負傷者いるから、この後、止めるよ

※ ただしGKが負傷 した場合の対応については

「ガイ ドライン 負傷したゴールキーパー」を確認のこと
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レ フ ェ リ ー ド TO

通信機器の積極的な利用を推奨

(少なくとも計 3台 1セ ット)

余裕があれば…・もう1名 のTOも
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基準 □領域の確認

‐この速攻、後ろ (コ ー トレフェリー側)か らの観察

お願いね
ぃパッシブのタイミングどう?

―そこ、任せるよ

‐退場出たから逆サイドに行くね

‐DF隊形変えたね。そうしたらooか ら観察するね

選̈手にooし てるつて、伝えてくれる?
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パッシブプレーの予告合図

‐挙げるよ

‐ (ボール運びに時間がかかつているから)

少し早く予告合図出すね

‐1(回 )、 2、 3、 …・ラス ト

‐ (プ レー中断時)次、4回からね

…予告合図、リセットね

‐フリースロ―後だから攻撃の組み立て、一旦認めるね

【新】GKの頭部への直撃に対する退場

―シュー トコース確認

‐GKの頭部に直撃したよ

―GKの腕に当たつたの力`先だよ

※ 改 訂 前 年月1日 以前)で あ つ て も 、

コー トレフェリーからの

サポー トにより、観察する

その他

時間止めて、モップ入れるよ

競技、開始するよ

(TTO明 け直前に)そ つ ち 、 人 数 そ ろ つて る ?

あと10分、ここからもう一回集中しよう

大文夫、切り替えよう

通信機器 率
通信内容 :競技運営上の情報のみ

<やってはいけないこと>
TOか らの事実判定に関する指摘

ただし‥・

レフェリーの死角で起 こつた

失格相当の重大な違反行為に

対 しては助言できる
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得点

14対 15ま たは 15点 目 な ど
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通信機器の活用

時間経過

得点

罰則

不正交代

退場中

ゴールキーパー不在

チームタイムアウト

再開前

負傷者

不測の事態

■ 時間経過

10′刀`  15分  20分

残 り5分 2分 1分

競技終了30秒前スター ト

20秒  10秒  987・・0
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罰則

罰則が適用された選手の

背番号確認

プレーヤーを中断時やボール運びの際に確認

O番は、2回退場しています

すでに警告となつている選手は、O番です

不正交代

笛で中断後

4番が不正交代で2分間

退場です

余分なプレーヤーが

入つていました。

番号はわかりません

※ 解釈 フA
「ア ドバンテージルール」を考慮せずに直ちに競技を

中断する

r Q

交代地域におけるスポーツマンシップに
反する行為

笛で中断後

Bチーム役員A(あるいは交代地域にいるプレー

ヤーM)がスポーツマンシップに反する行為をし

ました。役員A(あるいはM)に
罰則を出してもらえますか

※ 中断のタイミングに注意

も
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ゴールキーパー不在

キーパー不在です

(empty goal)

キーパー戻つた !
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退場中

退場時間、残 り

1分 30秒

10秒前 5秒前

入場 ∞ mplete!

L Q

チームタイムアウ ト

チームタイムアウト出ます

凹

Aチーム

チームタイムアウ ト

21分 15秒 2回 日です

r 9

再開前

両チーム退場者な し

Aチーム、4番退場中。コー ト内6名 、GK不在

Bチーム、3番、あと2回の攻撃後に入場可能

退場タイマーの入力がまだです。

再開は、少 し待つて ください ! 々

負傷者

負傷者がいます。本人に確認してください

チーム役員はいれますか ?

担架などは必要ですか?

対象者は、3回の攻撃活動への参加不可で

間違いないですか?

頑
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3回の攻撃活動への参加不可
(負傷者へのコー ト上での処置から)

1回 目の攻撃開始/終了

2回 日の攻撃開始/終了

3回 目の攻撃開始/終了

(2番、参加可能となります)
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◆以下の理由で、競技を中断させました

ジャージを着たまま入場

マスクをしたまま入場

⇒再開方法を確認してください
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不測の事態

◆退場タイマーが起動 しません

吟喜諮ビ出 市ので、競技を

◆Aチーム4番が出血 しているかもしれません

⇒確認してもらえますか

QL

不測の事態

◆客席より、笛が鳴つたかもしれません

→奪議ζET基窪だラ旱与う貫[撃琴
技を

◆ コー ト内に8名 います !

吟瑯騰締触験が
さい

Ⅲ
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協働作業・・・レフエリー同士、レフエリーとTOで

一人で観察・管理できる視野には限界がある。

しかしペアやTOと 協力することで、あらゆる

方向からの観察が可能となり、いつしか限界は

限界でなくなる。

そしてそれは、正しい判定を導く工夫や

安心・安全のハンドボールヘとつながつていく。

通信機器は、そのための手段の一つである。

5


